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Amir Tsarfati 氏 中東情勢アップデート 2018 年 9 月 13 日公開 

（日本時間 9月 14日午前 2時～＝イスラエル時間 9月 13日午後 8時～） 

無断転載禁止 

………………………………………………………………………………………………………… 

イスラエルのテルアビブより、シャローム。こんばんは。皆さん、これから数時間後には、2週間半のアメリ

カでの伝道ツアーに出発します。現在アメリカは、ハリケーン”フローレンス”に備えていますが、フィリピ

ンは、スーパー台風に備えていて、それが、ものすごいスピードで、フィリピン北部から香港に向かっている

事も、覚えていてください。 

現在、世界中で多くの地域が、深刻な緊急事態に陥っています。フィリピン、香港、アメリカ東海岸。他にも

あるはずですが、私には分かりません。すみません。 

でも、彼らを覚えていてください。それから、日本でも、先週台風が襲いたくさんの死者や被害が出ています。

どうか、彼らの事も覚えていてください。 

現在、アメリカで起こっている災害が、現在の時事と関連しているとは、私は思いません。 

9月というのは通常、台風/ハリケーンの季節ですから。また、少なくともイスラエルに対しては、史上最も

好意的な政権ですから、彼らがイスラエルに対して行った事と、これらの嵐が関連しているとは、私は思いま

せん。お祈りの後、今週起こった 3つの事について、 

お伝えしたいと思います。 

 

一つは、イスラエルーパレスチナ問題に関する、アメリカの現政権が行なった、歴史的な事です。一つ目は、

昨日、PLO(パレスチナ解放機構)について。ちなみに、彼らにとってパレスチナとは、

イスラエル全体を指します。彼らのロゴでは、イスラエルの地図全体がパレスチナで

す。 

彼らは、一ヶ月以内に、彼らの事務所を明け渡し、アメリカ合衆国から出て行くよう

にと、勧告を受けました。 

これに関して、ニッキー・ヘイリーが、FOXニュースのインタビューに答えていて、そ

の中で、彼女が言ったのは、 

「アメリカをバッシングし、アメリカに敵対しながら、常にこちらに手を出して、アメ

リカからお金を受け取ろうとする。この両方は相容れない。我々の味方か、そうでないかのどちらかで、もし、

我々の味方であるなら、話し合いの席に着きなさい。そうすれば、あなた方は多くを得るでしょう。しかし、

我々が差し出そうとしているものを、あなた方が、見もせずに拒絶して、また国際社会の至るところで我々を

攻撃していながら、まだ我々のお金を期待しているなら、それはあり得ない。」 

ということで、ワシントン DCの PLOは、閉鎖されます。これは、歴史的な事です。 

 

2つ目、アメリカ合衆国が、数ヶ月の内、恐らく 2019年のはじめに発表する用意が出来ているのは、将来的

な地域の同意書の一部で、シリア、レバノン、ヨルダン国内のパレスチナ難民は全員これらの国から、完全に

市民権が与えられます。従って彼らは今後、難民を自称出来なくなります。皆さん、お分かりでしょうか？ 

アメリカは、平和の妨げとなる、大きな 2つを取り除いたのです。といっても、平和が訪れるとは思いません

が。ただ、エルサレムは、もはや交渉の台の上にはなく、難民も、もはや交渉の台の上にはない、という事で

Figure 1PLO（パレスチナ

解放機構）のロゴ 
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す。何百万人という、基本的には詐欺師達、作り上げられた人間の帰還する権利がなくなり、一切考慮されな

くなります。 

これも、ものすごい発展です。 

 

もう一つ、皆さんにお伝えしたいのは、トランプ政権がやり始めた 3つ目の事が、超歴史的で、オバマ政権は、

ユダヤ主義は宗教限定と定義した為、イスラエルに敵対する事が、ユダヤ人に対する敵対であると訴えられる

事はありませんでした。これは宗教に対する敵対でなく、ユダヤ人民族に対する敵対だからです。 

さて、トランプ政権は、”ユダヤ人”の定義を変える事を示唆、提案しました。  

これは宗教だけでなく、民族的背景である、と。 

従って、彼らの民族的背景、もしくは、彼らのイスラエルとの民族的な繋がりが、そこに織り込まれます。つ

まり、アメリカ国内のいかなる大学も、基本的にイスラエルが国家として存在する権利に敵対する BDS(反イ

スラエル)活動を行う所は、反ユダヤ主義行動とみなされます。ですから、アメリカ国内の学校内で行われる

BDS(反イスラエル)活動は、いかなる行為も、反ユダヤ行為であるとみなされ、起訴されます。これは、信じ

られない事です。 

皆さん、これ以上に良いことなんてあり得ないと、私たちが考える度、トランプ政権は、私達が間違いであっ

た事を証明します。私達が、恥ずかしくて頼めないような事柄が、現在の、この信じられないほど好意的な政

権によって、今、与えられているのです。 

国連安保理は、現在のこの実に重要な時期、アメリカ合衆国が議長で、当然、アメリカは再び世界中から尊敬

されています。そこで、アメリカ合衆国という非常に強力なバックがついている事から、現在は誰もが、イス

ラエルに敵対する事を恐れています。さらに加えて言うなら、この為に、皆さんは、この政権の為に、祈らな

ければならないのです。彼らは、あらゆる方向から、前代未聞の形で攻撃を受けていますから。そして攻撃さ

れる主な理由の一つは、真実の為に立ち上がっているからです。少なくとも、イスラエルに関してはそうです。

どうか皆さん、この 3 つを、理解しておいてください。 

 

PLO(パレスチナ解放機構)の事務所閉鎖、レバノン、シリア、ヨルダンの難民たちが、これらの国から市民権

を与えられる事の発表。それらの問題が、交渉の台から取り除かれ、それから、ユダヤ主義の定義が変わり、

宗教だけでなく、民族的背景としても考慮され、BDS(反イスラエル)運動は全て、ほぼ反ユダヤ活動としてみ

なされ、法によって処分されます。これは前代未聞であり、ものすごい事です。神が、この事でアメリカを祝

福してくださいますように。この政権が、あとどれくらい続くか、私には分かりませんが、確実に私達は、そ

の瞬間瞬間を楽しんでいます。私は、ここで、政治的アジェンダを推しているのではありません。 

ただイスラエル人としてこの政権を見て、彼が、イスラエルの為にしている事を伝えているに過ぎません。基

本的には、それだけです。 

 

では、他の事について、少しお話したいと思います。 

現在シリアのイドリブで起こっている事、イドリブは、反政府勢力にとって最後の要塞で、武装した反政府勢

力が、イドリブには 8 万人います。ここは飛び地で、現在、両側からロシアとイラン、アサドの軍隊に囲まれ

ていて、北側には、トルコが居ます。トルコが、これら反政府勢力を武装していて、トルコは現在、これら反

政府勢力の責任を、これらの反政府勢力から課せられているのです。そしてこの反政府勢力達が言っているの
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です。 

「お前達が我々を助けないなら、我々はトンネルを掘ってトルコに入り、トルコ国内で領土を占領する。」 

数時間前にトルコが発表しています。トルコが援護している反政府勢力に対する攻撃は全て、トルコに対する

ものだとみなす。我々は、それを戦争行為だとして対処する。 

と言うと、中にはこんな風に思う人がいるでしょう。 

「アミールさん？ イランとロシア、トルコは味方だと言っていませんでしたか？」 

数日前に、彼らはテヘランで会合をしましたが、あの首脳会議は、シリアの解決策に関しては失敗に終わりま

した。唯一、彼らが合意したのは、今後は、一切アメリカドルで貿易しない。アメリカに対しては、彼らは、

表面上非常に結束しています。しかし現場での実際の問題になると、彼らは、激しく分裂しています。 

しかしながら、ここから最も重要な話に入ります。ここまで、私の話を聞いてなかった人は、ここからはしっ

かり聞いてください。この数日の間に、流れを変えるものすごい事が起こったのです。中東で現在起こってい

る事の全体を変えるきっかけになる事です。 

恐らく、これによってロシア及びトルコ、イランも、イスラエルに対する態度を変えるのでしょう。 

ほんの 2 週間前、ジョン・ボルトンは、イスラエルに居て、彼はここから、はるばるウクライナまで行きまし

た。そのウクライナで、彼は基本的にこう言いました。 

「欧州連合は、イスラエルからガスを買うべきだ。」 

なぜ、これがそれほど重要なのか？もちろん彼は、イスラエルとアメリカと言いましたよ？ 

しかし、なぜ彼はイスラエルと言ったのか？彼は、欧州連合は、ロシアの石油を求めるのを止めるべきだ、と

言いました。それから彼が言ったのは、 

「アメリカのガスが高すぎると思うなら、イスラエルから買うべきだ、」 

と。なぜ、これがそれほど重要なのか？ 

ドイツとロシアが、「ノルド・ストリーム 2」と呼ばれる協議を結びました。 

これは、バルト海の海底を走る 1200kmのパイプラインで、費用は 110億ドル。アメリカは、NATOに資金提供

する事が期待されています。NATOは、ヨーロッパをロシアから守るためのものです。その間、ドイツがロシ

アと取引して、彼らをより金持ちに、より強くしているのです。これは全く筋が通りません。アンゲラ・メル

ケルは、難民とか反トランプ主義とか、そういった事に関しては、こんなごまかしも、やりたいだけ出来るの

です。ところが、資源となると、絶対に低価格の資源提供元が必要であることを、アンゲラ・メルケルは理解

しています。そしてもし、ロシアが選択肢から外れるなら、当然、イスラエルしかないのです。皆さん、「イ

スラエルがロシアに代わる選択肢だ。」と、アメリカが、世界に向けて公式に言いました。私の言っている事

が分かりますか？ 

ガスに関しては、 

「イスラエルが、ロシアに代わる選択肢だ。」 

ここで、皆さん、理解しなければなりません。イスラエルは、すでにパイプラインに向けて動き始めています。

イスラエルからキプロス、ギリシャ、そしてはるばるイタリアまで、全長 2100km。70億ドルのプロジェクト

です。110 億ドルよりは、はるかに低価格です。 

アメリカは、先週金曜日すでに言っています。先週の金曜日、ギリシャのテサロニケで会議が開催され、そこ

で、エネルギー長官の Mark Menezes氏が、次のように言っています。 

「アメリカは、このプロジェクト助ける用意が出来ている。アメリカは、このプロジェクトを助ける用意が出



2018 年 9月 13 日 中東預言アップデート BeholdIsrael.org 

 

4 

来ている。」 

私達には、もうすでに、アメリカがこの一員になると約束されています。セルビアや、ブルガリアといったヨ

ーロッパ諸国は、ロシアが支配する事を非常に恐れています。 

これらの国は、プーチン大統領に自分たちの国を支配されたくないのです。だから、主な資源元の選択肢とし

て、イスラエルを見る国が、どんどん増えているのです。 

また、ギリシャの(石油)掘削会社 Energeanが、イスラエルが所有している小さめの油田をいくつか購入しま

した。つい先日発見したのは、我々は、860億立方メートルだと思っていたガスが、実は、1554億だったので

す。ほぼ倍です。イスラエルには、自分達が思っていた以上にガスがあるのです。これは、ものすごい事です。

なぜかというと、現在、その為に、エジプトが我々からガスを買っていて、ヨルダンも、我々からガスを買っ

ています。 

想像できますか？よく考えてください。 

我々は、ヨルダンに水とガスを提供しているのです。彼らは、イスラエルと戦争するわけにはいきません。詩

篇 83章は将来起こる、ヨルダンがイスラエルに攻めて来ると、未だに信じている人達、ヨルダンは、イスラ

エル無しには 1日たりとも生きられません。 

明確にしておきます。だから私は、詩篇 83章はもう終わったと言うのです。 

1948年、1967年の戦争がそれです。それ以降は、全く違う話です。 

それだけでなく、かつては石油ガスを、イスラエルに売っていたエジプトが、今は、イスラエルからガスを買

っています。 

皆さん、理解してください。 

1922年に、彼らがパレスチナの地図を分断して、イスラエルには、小さな土地を海付きで与えた時、ヨルダ

ンは、大きな土地の塊を与えられ、我々は、いつもアラブ人達から、 

「海がお前達の友達だ。」 

と言われていたのです。つまり、 

「ここから出て海へ行け！」「溺れ死ね！」 

という事です。ところが、海が我々の親友だったのです。今、海が我々の為に何兆立方フィートというガスを

出し、我々が一度も手にしたことのないような、国際認識と権力、強さを与えてくれているのです。現在、イ

スラエルは、これまで我々が手にした事のない地位に、昇りつめています。皆さん、レビヤタン埋蔵層は、世

界最大のものの一つです。 

それを我々が所有しているのです。622兆立方メートル、立方フィートよりはるかに巨大です。2019年の終わ

りには、そこからガスを取り出す為の全ての準備が整います。 

さて、トルコはこの全貌の中で、危険な要因です。彼は、キプロスが自分達のガスを掘削する事を認めず、当

然、トルコは自分達の分け前が欲しいのです。当然、キプロスはそれを望んでいません。そこで彼は、あちら

に軍隊を送ろうとし、当然、イスラエルはキプロスの働きを援護します。これで、もう一つ、トルコが、イス

ラエルに攻め込む理由が出来ました。 

それからレバノンは、地中海の全てのものを持っていますが、何も持っていません。 なぜか？それは、すご

いのが、長年、ヒズボラは、レバノンにイスラエルとの国境を認めさせなかったのです。その為、イスラエル

にあるレバノンの領海が、レバノン人には明確にされておらず、彼らは、掘削できないのです。明らかに、彼

らは我々の領域には入れませんが、もし彼らが、 
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「よし。こっちが我々で、そっちがあなた方のものだ」 

と言えば、彼らは、国境を認識する事になります。そしてもし彼らが、国境を認識すれば、ヒズボラは、 

「ちょっと待て！国境があるじゃないか！」 

と言います。なので、パレスチナはパレスチナ人のものだから、イスラエルは、存在しないと言う、過激派イ

スラムのレトリックの為に、彼らは、掘削出来ないのです。そして彼らが掘削しないから、彼らはそこから何

も得られないのです。なので、考えられないような事を私達は、目にしているのです。 

 

以前は、サウジアラビアの圧力のために、イスラエルに来て、掘削するのを恐れていた会社は、サウジアラビ

アと取引をしていて、サウジアラビアは、何年もイスラエルの大敵だった為彼らには何も出来ない事を、分か

っていたのです。Noble Energy は、サウジアラビアと取引をしていなかったため、イスラエルで掘削出来ま

した。しかし、フランスのトタルのような大会社は、それを行う事を、非常に恐れていました。それが今、皆

さん、サウジアラビアとイスラエルの状況は、全く違います。今日、報告しましたが、サウジアラビアは、イ

スラエルからアイアンドームを購入しました。皆さんが、私の言っている事を理解しておられるか分かりませ

んが、サウジアラビアが、イスラエルの技術と、イスラエルの防衛システムを購入しているのです。なぜか？

彼らは、イエメン国内のフーシ派から、毎日のように攻撃されているからです。彼らが持っていたものは、ど

れも効果がなかったのです。イスラエルのシステムは、超効果的です。彼らは、1基買ってみて効果があれば、 

さらに多数購入する事に決めました。皆さん、今は終わりの時代ですよ。サウジアラビアが、イスラエルから

武器を買っているのです。もちろんイスラエルは、サウジがそれを絶対に我々に対して使わない事を、アメリ

カに保証してもらうよう、確認しなければなりませんでしたが。別の言い方をすれば、仮に、イスラエルの飛

行機がサウジの領空を飛行しても、アイアンドームは、それを撃墜しないように、という事です。基本的には、

サウジは、それを保証しました。皆さん、理解しておいてください。 

サウジは現在、地域の中でイスラエルの親友です。サウジは、「イスラエルは我々の友だ」と言う事を、もは

や恐れる事なく自由に言います。そして今、イランがサウジアラビアを破壊しない唯一の理由は、それです。

ですから、皆さん、理解しなければなりません。 

今は、歴史的で記念すべき時代です。エルサレムが世界で認識され、世がそれを受け入れただけでなく、PLO

（パレスチナ解放機構）が、アメリカから追い出され、世がそれを受け入れただけでなく、アメリカが、国連

パレスチナ難民救済事業機関の予算の全てを削減し、世がそれを受け入れただけでなく、パレスチナ難民達が、

他の国の国籍を与えられて、もはや難民でなくなり、世がそれを受け入れているだけでなく、初めてユダヤ主

義が、イスラエルと繋げて考えられ、世がそれを受け入れたのを目にしているのです。 

皆さん、私達は終わりの時代を生きています。 

今は、最後の時間です。 

私が、この全部を言及したのは、トルコやイランが、現在感じている激昂を、皆さんが想像する為です。これ

らの全ステップの為に、イスラエルは上昇し、彼らは暴落しています。 

皆さん、ロシアが感じている激昂が理解できるでしょう。 

イスラエルの経済が飛躍し、イスラエルのガスが引っ張りだこです。 

しかし彼らの経済は暴落し、彼らは、アメリカの圧力のために、ヨーロッパに避けられているのです。今は、

歴史的な時代です。だから、私は、私達が滅びない世代だと信じているのです。 

マタイ 24 章をよく読めば、初めの 32～33節で、イエスは、弟子達にイスラエルについて語っておられます。
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そして、32節以降は、イエスが、信者達に語っておられるのは、明らかです。主は、信者達に言っておられ

ます。 

「いちじくの木から芽が出てくると・・・」 

これは、たとえです。いちじくの木は、実際には他のものです。 

「夏が近いことが分かります。」 

これが、あなた方の為の終わりのしるしだ！そして彼が言われたのは、そのいちじくの木を見ている「世代」

です。 

 

今週の土曜日、Barry Stagner 牧師に招待されて、カルバリーチャペル・タスティンで、これについてメッセ

ージします。とても楽しみです。お近くの方は、ぜひお越しください。朝の礼拝と、夜は Q&Aを行なってさら

に興味深い事について語ります。 

ですので、皆さん全員を励ましたいと思います。 

今は、歴史的にものすごい時代、今は終わりの時代です。私達は、まだ、平和で繁栄し安全の中に生きていま

す。人が何と言おうと、ここはシリアでもなく、レバノンでも、ヨルダンでもサウジアラビアでもありません。 

ここはイスラエルです。 

私の背後にクレーンが見えるでしょうか。私達は、どんどんどんどん、どんどんどんどん建設中です。テルア

ビブや、エルサレム、国中の全ての都市の輪郭が、大きく変わっています。これまでになかったほどの数の、

ユダヤ人が移住して来ているのです。ユダヤ人達が、彼らの故国に戻って来ました。ですから、皆さん全員を

励ましたいと思います。 

しっかりと、動かされないように！ 

今は、終わりの時代です。私達は、理解しなければなりません。今のこの終わりの時代、私達に与えられた、

この素晴らしい時間で、私達は、御父の仕事に従事しなければなりません。私達は、城壁の見張り人にならな

ければなりません。人々に警告を与え、福音を伝えなければなりません。私達はみんな、御父の仕事をする為

に居るのですから。 

ですから皆さん、元気を出してください。 

私達は前代未聞の事を目にしているのです。私は、これらの事が起こるのを生きて目にするとは、思ってもい

ませんでした。ところが、今、私はここにいて、私は、滅びない世代の一員です。皆さんの一人一人も、まだ

生きているなら、もちろん、今これを観ているなら、生きているでしょう。あなたも、その世代の一員です。 

ですからどうか皆さん、エルサレムの平和の為に祈ってください。 

しかし、平和の君にしか平安はもたらせない事も、忘れないでください。 

どうか皆さん、真理から離れないでください。 

 

最後にこれもまた大切な事です。初めに言いましたが、もう一度言っておきます。 

我々のユーチューブチャンネルは、「Behold Israel/ ビホールドイスラエル」です。我々は、非営利団体です

から、宣伝や広告は一切入りません。もし、私のメッセージを他のチャンネルで視聴して、広告や宣伝が入っ

ていたら、通報しなければなりません。私達は、そんなことはしませんから。私にとって、それは犯罪同然で

す。皆さん、確実に、私たちのチャンネルだけを観るようにしてください。他のところは、詐欺であって全う

ではありませんから。「Behold Israel/ビホールド イスラエル」です。コメント欄に、我々のユーチューブチ
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ャンネルへのリンクを載せます。皆さんの多くが、ユーチューブで私をフォローしていると思っていますが、

実際にはしていません。皆さんは、登録していると思っていますが、ユーチューブが、皆さんの登録を解除し

ています。フェイスブックと両方を、再登録を確認してください。大部分がユーチューブです。皆さんも気づ

かない内に、彼らが登録解除をしていますから。その為に、これら多くのペテン師達が居るのです。彼らは、

皆さんや、私の事をインターネットで観ていて、私の動画を使って、自分のチャンネルを始めます。そして、

フィード欄で、皆さんが、何か、私の新しい動画を見つけると、それが他の人のチャンネルだと気づかずに彼

らが、そこに広告や宣伝を入れて、そこから収入を得ているのです。あるまじき行為です。以上です。 

 

結構たくさんの事をお伝えしたと思います。 

赤毛の雌牛(書記注：民数記 19章 1～10参照)について、聞かれますので、それについてお話ししたいと思い

ます。 

この 20年間に、赤毛の雌牛は何度も生まれています。ただそれは、アメリカやヨーロッパでの事で、イスラ

エルで生まれたのは、これが初めてです。しかし赤毛の雌牛は、「赤毛の雌牛である」と宣言されるまで、赤

毛の雌牛ではありません。そして宣言されるのは、それが生まれた時ではなく、検査を受けるまでに、具体的

な時間が経過しなければなりません。そして、その期間に、これまでの全部が失格となりました。赤毛の雌牛

に、一本でも白い毛があれば、完全に失格です。確かに、赤毛の雌牛に最も近いものが、イスラエルで生まれ

ました。そして神殿研究所は、ずっとその事について話しています。しかし、皆さんに言っておきますが、そ

れは、「赤毛の雌牛である」と宣言されるまでは赤毛の雌牛ではありません。従って、それを赤毛の雌牛とし

て使う事は出来ません。 

第三神殿の準備が整う様子を見て、ユダヤ人達の準備が整うのを見て、ワクワクするのは分かります。赤毛の

雌牛は、ここでも大きな事です。赤毛の雌牛がなければ、彼らは、身を清める事が出来ませんから。神殿に入

る事すら出来ません。しかしながら、皆さんに言っておきますと、白い毛が、一本でもあれば、自動的に失格

です。それがずっと起こっている事です。15年前でしたが、私もとても興奮して、赤毛の雌牛が生まれた！

と報告しました。それが、失格だったのです。それが、ほとんどの場合起こる事です。その時が来れば、神殿

は建ち、きっと雌牛もそこにいるでしょう。ただ、赤毛の雌牛について、次の事を覚えていてください。明確

にしておくべき事です。赤毛の雌牛はただ、イエスの血のイメージです。混じりけがなく、完璧で、汚れたも

のを清めます。汚れたものを、清いものに変えるのです。通常は、汚れたものが清いものに触れると、清いも

のが、汚れます。しかし赤毛の雌牛は反対で、汚れたものを、清いものに変えます。イエスにだけ出来た事で

す。覚えていますか？らい病にかかった人が、イエスに近づき彼に触れると、彼がらい病にかかる代わりに、

その、らい病が癒されました。ですから、唯一の完璧な血、唯一の完璧な神の小羊が、あの日、与えられたの

です。また、雌牛は焼かれて、その灰は、ユダヤ人達が、神殿の丘に上がる前に浴びた、儀式用の浴槽の中に

振り入れられました。そして、汚れから象徴的に清めるには、その、極わずかに振り入れられた、赤毛の雌牛

の灰で十分だったのです。だから、ユダヤ人にとって、それを用意しておく事が非常に重要なのです。私達に

とっては、赤毛の雌牛も、第三神殿も、何の意味もありません。 

私達は、すでに完璧な神の小羊が 2000年前、永遠に私達の罪の為に屠られて、私達に与えられた事を、信じ

ていますから。つまり、私が言いたいのは、赤毛の雌牛の大興奮や、第三神殿に関する大興奮、増大する和平

合意の大興奮は、私達が、ここを出て行ってからだと、私は信じています。 

ただ、へりくだって私の意見を言わせて頂くなら、確かに、私達はその事でワクワクしていますよ。ただ、皆
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さんに覚えていて欲しいのは、第三神殿は、神の家ではありません。そこは、反キリストの家になります。そ

れが、ユダヤ人達が直面する欺きの、クライマックスです。その時点から、彼らは逃げ出し、隠れ、そして最

終的に、彼らはひざまずき、イエシュアに、帰って来てくださいと言います。主が言われた通りに。 

「エルサレムよ。『祝福あれ。主の御名によってこられる方に。』とあなた方が言う時まで、あなた方は、決し

てわたしを見ることはありません。」 

皆さんが、興奮し過ぎる前に、赤毛の雌牛についてお伝えしておく必要がありました。すぐに失格になるかも

知れません。そうすると、あなたの希望も砕け散りますから。私達の希望は、地と天を創られた主にあります。

私達の希望は、主が清めてくださるだけでなく、もうすぐ私達を連れて行ってくださる事。私達の希望、私達

の夢、私達の願い、私達の慰めは、もうすぐ主が、私達を迎えに来てくださるという事。大事なのは 赤毛の

雌牛でもなければ、第三神殿や、世が経験している欺きでもありません。大事なのはイエシュア、私達の救い

です。これを、全部皆さんにお伝えして、物事を正しい視点で見るようにしておく必要がありました。 

ご視聴いただき、ありがとうございました。私の為にお祈りください。あと数時間で、イスラエルを発ってロ

サンゼルスに向かいます。イベントの日時や場所については、ウェブサイトをご覧ください。ぜひ皆さんと顔

を合わせて、握手が出来ればと思っています。聖書にあるように、私達の喜びが満たされますから。ありがと

うございます。 

では、アロンの祝福を祈りましょう。 

24 主があなたを祝福し、あなたを守

られますように。 

25 主が御顔をあなたに照らし、あな

たを恵まれますように。 

26 主が御顔をあなたに向け、あなた

に平安を与えられますように。 

（民数記 6:24～26） 

あなたに、シャロームを与えられます

ように。あらゆる理解を超える平安、

平和の君、平和の主だけが与える事の

出来る平安を、どんな場合にも、いつ

も平和を与えてくださいますように。

主の御名によって祈ります。 

アーメン 

 

ありがとうございます。God bless you! 

アメリカで、皆さんと顔を合わせてお会いする事、楽しみにしています。 

または来週、アメリカからお届けする次回のアップデートでお会いしましょう。 

ありがとうございます。God bless you! シャローム！ 

 

メッセージ by Amir Tsarfati/Behold Israel ：http://beholdisrael.org/ 

【写真出典一覧】PLO（パレスチナ解放機構）のロゴ：Wikipedia 「パレスチナ解放機構」 


